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日
本
最
北
端・風
の
ま
ち 
稚
内
を
行
く

　

札
幌
か
ら
一
時
間
、
小
さ
な
プ
ロ
ペ
ラ
機
が
稚
内
空
港
に
到
着

し
た
。
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
よ
う
と
し
た
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
た

の
は
、
一
陣
の
風
。
突
然
の
強
風
に
煽
ら
れ
て
、
タ
ラ
ッ
プ
を
踏

み
外
し
そ
う
に
な
っ
た
ほ
ど
だ
。

　
「
さ
す
が
、
風
の
ま
ち
」

エコル
ー
ツ
紀
行

　

稚
内
市
環
境
共
生
課
長
・
布
施
茂
さ
ん
と
主
任
の
吉
野
真
由
子

さ
ん
の
車
に
先
導
し
て
も
ら
い
、
宗
谷
岬
に
向
か
う
。
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
流
氷
に
は
ま
だ
早
い
十
月
下
旬
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
外
れ
た

日
本
最
北
端
の
地
は
、
吹
き
す
さ
ぶ
風
の
な
か
、
早
く
も
冬
の
様

相
を
呈
し
て
い
た
。

五
七
基
の
風
車
が
回
る
宗
谷
岬

　

車
は
そ
こ
か
ら
宗
谷
丘
陵
を
上
っ
て
い
く
。
放
牧
さ
れ
て
い
る

牛
た
ち
が
の
ん
び
り
と
草
を
食
む
景
色
が
続
く
な
か
、
見
え
て
き

た
─
─
国
内
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
「
宗
谷
岬
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
」
だ
。

　

北
海
道
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
周
氷
河
地
形
が
波
打
つ
よ
う

に
広
が
る
丘
陵
に
、
一
〇
〇
〇
ｋＷ
の
風
力
発
電
機
五
七
基
が
点
在
。

天
気
が
悪
い
と
上
部
が
見
え
な
い
と
い
う
六
八
ｍ
も
あ
る
タ
ワ
ー

の
先
に
、
直
径
六
〇
ｍ
以
上
の
羽
根
が
、
風
を
受
け
て
ゆ
っ
く
り

と
回
っ
て
い
る
。
一
見
、
優
雅
だ
が
、
風
は
強
い
。
そ
の
日
の
宗

谷
の
風
速
は
毎
秒
約
二
〇
ｍ
。
通
常
、
風
力
の
適
地
は
年
平
均
風

速
毎
秒
六
・
五
ｍ
以
上
（
高
さ
八
〇
ｍ
地
点
）
と
い
う
か
ら
、
こ

こ
は
桁
違
い
だ
。
幾
つ
か
動
き
を
止
め
て
い
る
風
車
も
あ
る
が
、

二
五
ｍ
を
超
え
る
と
自
動
的
に
止
ま
る
と
い
う
か
ら
、
あ
の
あ
た

り
は
特
に
強
い
風
が
吹
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
は
、
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
宗
谷
が
総

事
業
費
百
二
十
億
円
を
か
け
て
二
〇
〇
五
年
に
操
業
を
開
始
。
約

一
五
〇
〇
ｈ
ａ
の
敷
地
に
自
前
の
構
内
変
電
所
を
持
ち
、
各
風
車

か
ら
構
内
変
電
所
ま
で
の
送
電
線
と
、
そ
こ
か
ら
北
海
道
電
力
と
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近
く
の
浄
水
場
に
送
ら
れ
、
揚
水
ポ
ン
プ
の
動
力
源
や
施
設
の
電

源
と
し
て
使
わ
れ
る
。
水
道
事
業
に
風
力
発
電
を
導
入
す
る
シ
ス

テ
ム
と
し
て
は
日
本
初
の
取
り
組
み
だ
。

　

稼
動
し
て
十
一
年
、
最
近
の
悩
み
は
故
障
が
多
い
こ
と
だ
と
い

う
。
設
備
利
用
率
の
推
移
を
見
る
と
当
初
二
六
〜
二
七
％
だ
っ
た

の
が
、
こ
こ
数
年
は
二
〇
％
を
切
る
こ
と
も
多
く
、
一
一
年
は
な

ん
と
一
四
・
七
％
。「
海
外
製
な
の
で
一
度
故
障
す
る
と
部
品
が
届

か
な
か
っ
た
り
し
て
長
く
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
昨
年
は
五
千
万
円

か
け
て
大
改
修
を
し
た
ん
で
す
」

　

故
障
で
止
ま
っ
た
り
、
風
が
吹
か
ず
足
り
な
い
と
き
は
北
電
か

ら
電
気
を
買
う
が
、
も
と
は
年
間
四
千
万
円
ほ
ど
か
か
っ
て
い
た

購
入
電
力
料
は
一
千
万
円
以
下
に
低
減
。
逆
に
余
っ
た
電
気
は
北

電
に
売
る
た
め
、
年
間
三
千
万
円
前
後
の
売
電
収
入
が
あ
り
、「
導

入
効
果
は
か
な
り
あ
る
。
そ
れ
に
今
回
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買

取
制
度
）
に
乗
る
こ
と
が
で
き
、
単
価
が
上
が
っ
た
の
で
、
さ
ら

に
収
入
が
増
え
る
か
な
」
と
、
高
橋
さ
ん
は
笑
う
。

　

ち
な
み
に
、
減
価
償
却
に
は
あ
と
五
年
ほ
ど
か
か
る
が
、
買
取

期
間
は
そ
の
数
年
先
ま
で
続
く
の
で
、
十
分
ペ
イ
で
き
る
計
算
の

よ
う
だ
。

水
素
と
し
て
貯
め
る

　

市
が
管
理
し
て
い
る
風
車
は
も
う
一
基
、
市
街
地
を
望
む
小
高

い
丘
の
上
の
稚
内
公
園
に
あ
る
。
市
内
で
も
早
く
九
八
年
に
運
開
。

　

実
は
こ
こ
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
時
の
課
題
解
決

を
先
取
り
す
る
よ
う
な
興
味
深
い
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

の
連
系
点
ま
で
の
送
電
線
、
全
長
約
四
〇
ｋｍ
は
ほ
ぼ
全
線
を
地
中

化
し
、
雄
大
な
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
と
い
う
。

　

つ
く
っ
た
電
気
は
十
七
年
間
の
長
期
契
約
で
北
電
に
売
電
。
設

備
利
用
率
は
、
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
グ
ル
ー
プ
が
日
本
国
内
で
保

有
し
て
い
る
二
十
三
カ
所
の
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
中
で
も
、
突

出
し
て
高
い
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
風
況
が
良
い
か
ら
だ
が
、
国
内

製
風
車
の
た
め
、
仮
に
故
障
し
て
も
す
ぐ
に
修
理
で
き
る
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。

　

高
瀬
達
秀
所
長
は
「
春
か
ら
秋
、
雪
の
な
い
季
節
に
一
基
あ
た

り
年
二
回
の
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
数
が
多
い

か
ら
大
変
で
す
が
、
今
後
、
停
止
時
間
を
い
か
に
短
く
し
て
い
く

か
。
発
電
量
は
風
次
第
だ
か
ら
、
い
つ
風
が
吹
い
て
も
い
い
よ
う

に
プ
ラ
ン
ト
の
時
間
的
稼
動
率
を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

風
の
力
で
水
道
事
業
、
収
支
は
黒
字

　

次
に
訪
れ
た
の
は
、
空
港
に
ほ
ど
近
い
「
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
沿

い
に
三
基
の
風
車
が
並
ぶ
稚
内
市
水
道
部
の
風
力
発
電
所
だ
。

　

ま
ず
驚
い
た
の
は
、
ゴ
ー
ゴ
ー
と
い
う
大
き
な
音
。
こ
ち
ら
は

支
柱
の
高
さ
が
約
三
五
ｍ
と
、
宗
谷
の
半
分
程
度
だ
し
、
真
下
に

立
っ
た
の
で
、
風
切
り
音
が
こ
と
さ
ら
大
き
く
聞
こ
え
た
よ
う
だ
。

　
「
き
ょ
う
は
風
速
一
五
ｍ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」。
出
迎
え

て
く
れ
た
高
橋
竜
也
技
師
が
言
う
。

　

市
の
財
政
難
か
ら
浄
水
場
の
コ
ス
ト
削
減
が
急
務
に
な
り
、
風

力
発
電
所
建
設
を
決
定
。
デ
ン
マ
ー
ク
製
の
六
六
〇
ｋＷ
風
車
を
三

基
建
設
し
、
〇
一
年
に
運
転
を
開
始
し
た
。
つ
く
ら
れ
た
電
気
は

◀ホタテの貝殻が敷かれた白い道
「宗谷丘陵フットパス」
▼北緯45度31分22秒の「日本最
北端の地」を標す記念碑

▲宗谷岬ウインドファームの構内変電所

稚内市水道部の風車（写真右）。風車の支柱内部には、羽根の点検・メンテ
ナンスのための長い梯子がかかっていた（上）。風車で発電した電気を使っ
ている浄水場の中央管理室では3基の風車の状況を遠隔監視。「FIT期
間が終わる10年後、新機種に入れ替えるにしても、買取単価は今より下がっ
ているはずなので慎重な検討が必要だ」と高橋竜也技師は言う（下）。

▲稚内市役所の布施茂さんと
吉野真由子さん
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発
電
が
不
安
定
と
い
う
弱
点
を
補
う
た
め
の
燃
料
電
池
活
用
だ
。

　

風
車
が
発
電
し
た
電
気
を
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
に
送
り
、
水
を

電
気
分
解
し
て
水
素
を
取
り
出
し
、
一
旦
貯
め
て
お
く
こ
と
で
、

安
定
し
た
発
電
を
可
能
に
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。
水
素
製
造
か
ら

貯
蔵
・
発
電
を
一
体
で
行
う
こ
の
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
は
、
公
園

内
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
テ
ラ
イ
ト
」
に
設
置
さ

れ
、
燃
料
電
池
で
発
電
し
た
電
気
を
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
送
っ
て
温

水
を
つ
く
り
、「
エ
コ
足
湯
」
と
し
て
市
民
ら
に
開
放
し
て
い
る
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
の
運
営
は
、
市
・
企
業
・
市
民
で
構
成
さ
れ
た
「
稚

内
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
」
が
行
っ
て
い
る
。
市
内
で
建
設
業
を

営
む
会
長
の
石
塚
英
資
さ
ん
は
「
稚
内
は
非
常
に
風
の
強
い
土
地
。

建
設
業
を
や
る
に
は
風
は
邪
魔
な
存
在
だ
っ
た
。
し
か
し
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
メ
リ
ッ
ト
に
変
え
よ
う
と
有
志
が
集
ま
り
ま
し
た
」
と

市
民
自
ら
立
ち
上
が
っ
た
経
緯
を
話
し
て
く
れ
た
。

　

〇
一
年
頃
か
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
〇
五
年
に
正
式
に
研
究
会

と
し
て
発
足
。
燃
料
電
池
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
「
水
素
」
に

着
目
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
に
設
置
し
た
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
に
組
み

込
ん
で
い
る
水
素
吸
蔵
合
金
だ
け
で
な
く
、
水
素
を
液
化
し
て
貯

蔵
す
る
有
機
ハ
イ
ド
ラ
イ
ド
の
可
能
性
も
探
っ
て
い
る
。「
稚
内

か
ら
サ
ハ
リ
ン
ま
で
僅
か
四
二
ｋｍ
。
稚
内
の
風
で
つ
く
っ
た
水
素

を
サ
ハ
リ
ン
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
、
世
界
に
輸
出
で
き
れ
ば
」

と
夢
は
広
が
る
。

　

運
営
は
手
弁
当
。
市
の
支
援
で
事
業
を
組
み
立
て
、
多
く
の
人

の
協
力
で
動
い
て
い
る
と
い
う
。
事
務
局
の
春
川
英
玲
さ
ん
も
石

塚
建
設
の
社
員
。「
毎
週
の
よ
う
に
視
察
申
し
込
み
が
あ
り
、
社

業
と
事
務
局
運
営
の
両
立
は
な
か
な
か
大
変
で
す
」
と
言
い
な
が

◀「風力発電＋燃料電池
＋ヒートポンプ」で湧かし
た足湯の説明をしてくれた
新エネ研事務局の春川
英玲さん

ら
、
ち
ょ
っ
と
楽
し
そ
う
だ
。

電
力
自
給
率
、
ま
も
な
く
一
〇
〇
％

　
「
昭
和
初
期
、
こ
の
町
が
ニ
シ
ン
漁
で
活
況
を
呈
し
て
い
た
頃
、

番
屋
の
電
気
を
風
車
で
賄
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
」。

稚
内
市
役
所
の
布
施
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
当
時
か
ら
市
民
は
、
稚
内

の
風
を
何
と
か
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
ら
し
い
。

　

年
平
均
毎
秒
七
ｍ
の
風
が
吹
く
稚
内
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
に
よ
り
、
風
力
適
地

と
認
め
ら
れ
た
の
は
一
九
九
六
年
。
以
後
次
々
に
建
設
が
進
み
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
、
建
設
可
能
場
所

や
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
な
ど
を
定
め
た
独
自
の
「
建
設

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
、
一
一
年
に
は｢

環
境
都
市
宣
言｣

も

行
っ
た
。
現
在
、
市
内
に
は
七
四
基
、
合
計
出
力
七
六
〇
〇
〇
ｋＷ

の
風
力
発
電
機
が
あ
り
、
市
が
管
理
す
る
五
〇
〇
〇
ｋＷ
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
と
合
わ
せ
る
と
、
計
算
上
は
市
の
年
間
電
力
消
費
量

（
二
億
四
〇
〇
〇
万
kWh
）
の
九
〇
％
を
賄
え
る
量
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
せ
っ
か
く
こ
れ
だ
け
の
電
気
が
あ
る
が
、『
地
産
地
消
』
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
」
と
布
施
さ
ん
は
言
う
。
な
ぜ
な
ら
浄
水
場
で

の
利
用
な
ど
一
部
を
除
い
て
、
発
電
し
た
電
気
は
す
べ
て
北
電
の

送
電
線
に
つ
な
い
で
い
る
。
市
内
の
施
設
に
電
気
を
送
ろ
う
と
す

る
と
自
営
線
を
引
く
必
要
が
あ
り
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
わ
け
で
、

「
地
産
地
消
は
簡
単
で
は
な
い
」
と
。
し
か
し
今
年
か
ら
北
電
の

子
会
社
や
地
元
大
学
の
協
力
も
得
て
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
可
能
性
調
査
を
始
め
た
と
い
う
。

稚内公園の風車（写真右）とゲストハウス「稚内公園新エネルギーサ
テライト」（上）。「風車でつくった電気を水素に変えて貯め、燃料電池
発電のエネルギー源として使っている」と、稚内新エネルギー研究会
の石塚英資会長（下）。石塚さんは2代目会長。エネルギッシュだった
初代会長の情熱を受け継ぎ、今までの取り組みを踏まえ、次の課題を
探したい、と語る。

◀「公園の風車で発電した電気はゲストハウスで
使う以外は北電に売電。年間収入500〜700万
円、維持管理費が300万ほどかかり、若干プラス」
と、話す稚内市役所の布施さん（右）と吉野さん
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今
後
に
つ
い
て
布
施
さ
ん
は
、

　
「
市
の
施
設
と
し
て
風
力
や
太
陽
光
の
増
設
は
考
え
て
い
な
い
。

た
だ
、
今
春
、
北
電
の
二
〇
万
ｋＷ
風
力
増
設
公
募
で
市
内
事
業
者

の
三
万
ｋＷ
の
施
設
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
が
で
き
る
と
計
算
上
は

一
〇
〇
％
を
超
え
る
発
電
量
に
な
る
。
系
統
連
系
さ
え
で
き
れ
ば
、

ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
た
だ
く
の
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
だ
が
、
北
海
道

の
送
電
網
強
化
は
な
か
な
か
難
し
い
」
─
─

系
統
接
続
の
限
界
と
新
た
な
可
能
性

　

札
幌
に
あ
る
北
海
道
電
力
の
担
当
者
は
「
系
統
接
続
の
ご
要
望

は
あ
り
ま
す
が
、
難
し
い
状
況
で
す
」
と
話
す
。

　

北
海
道
の
系
統
規
模
は
約
五
四
〇
万
ｋＷ
、
東
京
電
力
の
十
分
の

一
、
関
西
電
力
の
五
分
の
一
以
下
と
い
う
状
況
。
し
か
も
、
北
海

道
と
本
州
を
結
ぶ
北
本
連
系
線
の
容
量
は
六
〇
万
ｋＷ
し
か
な
い
。

小
さ
な
系
統
に
出
力
変
動
の
大
き
い
再
エ
ネ
を
入
れ
る
と
周
波
数

維
持
が
極
め
て
難
し
く
、
電
圧
変
動
も
発
生
。
大
量
に
連
系
す
る

と
、
設
備
の
容
量
を
超
え
機
器
が
故
障
し
、
停
電
が
発
生
す
る
怖

れ
が
あ
る
。

　

特
に
稚
内
に
つ
な
が
る
西
名
寄
系
統
は
、
需
要
規
模
が
全
道
の

約
三
％
と
小
さ
い
に
も
拘
ら
ず
、
既
に
全
道
の
約
半
分
に
相
当
す

る
一
三
万
ｋＷ
の
風
力
発
電
が
連
系
。
風
況
は
良
い
が
設
備
容
量
が

小
さ
く
、
こ
れ
以
上
受
け
入
れ
る
に
は
地
内
送
電
線
の
増
強
、
さ

ら
に
大
規
模
な
受
け
入
れ
に
は
北
本
連
系
線
の
強
化
が
必
要
に
な

る
。

　
「
国
の
報
告
書
に
も
あ
る
と
お
り
、
地
内
送
電
網
を
増
強
す
れ

ば
、
風
力
は
現
状
の
二
九
万
ｋＷ
か
ら
大
幅
に
連
系
容
量
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
が
、
相
当
高
額
な
費
用
が
必
要
で
、
こ
れ
を
誰
が

負
担
す
る
の
か
も
含
め
て
、
今
後
慎
重
な
議
論
が
必
要
で
す
」
と

北
海
道
電
力
の
担
当
者
は
、
丁
寧
に
解
説
す
る
。

　

再
エ
ネ
へ
の
期
待
が
高
ま
る
な
か
、
導
入
拡
大
に
向
け
、
北
海

道
電
力
は
東
京
電
力
と
共
同
で
北
本
連
系
線
を
利
用
し
て
、
北
海

道
の
電
気
を
東
京
に
送
る
実
証
試
験
を
計
画
し
、
事
業
者
の
募
集

を
実
施
。
新
た
に
二
〇
万
ｋＷ
の
風
力
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
た

た
め
、
稚
内
で
プ
ラ
ス
三
万
ｋＷ
の
接
続
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う

わ
け
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

　

稚
内
市
の
布
施
さ
ん
は
言
う
。

　
「
再
エ
ネ
拡
大
と
送
電
線
を
め
ぐ
っ
て
は
発
送
電
分
離
の
話
な

ど
も
出
て
い
る
が
、
私
は
別
に
電
力
会
社
が
送
電
線
を
独
占
し
て

い
る
こ
と
が
問
題
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
よ
り
今
後

多
く
の
事
業
者
が
参
入
し
、
買
取
価
格
が
下
が
り
商
売
に
な
ら
な

い
か
ら
と
す
ぐ
止
め
る
よ
う
で
は
、
電
力
の
安
定
供
給
は
ど
う
な

る
の
か
。
送
電
線
強
化
や
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
は
一
朝
一
夕
に
は

い
か
な
い
。
む
し
ろ
、
新
エ
ネ
研
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
風
力
の

電
気
を
水
素
に
変
え
て
利
用
す
る
形
の
方
が
、
早
く
地
域
で
使
え

る
モ
デ
ル
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
と
し
て
の
夢
が
現
実
化
し
て
く
る
」

　

最
北
の
風
の
ま
ち
の
新
た
な
取
り
組
み
に
注
目
し
た
い
。

取
材
・
文
／
朝
倉
柊
香
　
撮
影
／
山
内
厚
美

風のまち稚内には風力だけでなく太陽光発電もある。14haの敷地に
28,000枚のパネルを並べた出力5,000kWのメガソーラー（写真
右）。出力変動が激しいので系統安定のためNAS電池を備えてい
るそうだ。稚内市におけるこれら自然エネルギー拡大による経済効果
は、建設時に雇用が増えることと、固定資産税・市の土地使用料など
で年間約1億円、また視察・観光客による経済波及効果が約5000
万円だとか。

◀北海道遺産にも指定され
ている稚内港北防波堤ドー
ム。1936年完成

▶稚内市街地から丘の上の稚内
公園風車を望む
▼宗谷岬ウインドファーム

◀稚内の太陽光など自然エ
ネルギー発電施設について
説明する稚内市の布施さん

▲NEDO(独立行政法人 新エネル
ギー・産業技術総合開発機構)の
委託事業として北海道電力と稚内
市が実証試験を行い、のち稚内市
に譲渡されたメガソーラー

◀放牧されている牛たちが草を食
む宗谷丘陵
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風
力
発
電
は
地
域
偏
在
性
が
強
く
、
関
西
で
は
ほ

と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
が
、
北
海
道
・
東
北
は

ま
さ
に
適
地
。
と
り
わ
け
北
海
道
北
部
地
方
は
風
況
に

恵
ま
れ
、
稚
内
な
ど
、
風
力
発
電
の
平
均
設
備
利
用
率

二
〇
％
程
度
に
対
し
四
〇
％
に
達
す
る
地
点
も
あ
る
。

の
風
力
発
電
所
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
他
の
電
源

が
要
ら
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
風
力
を
そ
の
ま
ま

供
給
力
と
見
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。

　

と
は
い
え
、
風
力
や
太
陽
光
が
貴
重
な
国
産
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
何
と
か
う
ま
く
使

い
た
い
。

　

一
つ
は
電
力
貯
蔵
装
置
、
蓄
電
池
を
活
用
し
、
系
統

に
入
れ
る
量
を
調
整
す
る
方
法
が
あ
る
。
但
し
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
程
度
な
ら
ま
だ
し
も
、
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

の
よ
う
な
大
容
量
に
対
応
で
き
る
蓄
電
池
と
な
る
と
、

設
置
コ
ス
ト
は
膨
大
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ほ
か
の
方
法
と
し
て
は
、
揚
水
発
電
で
調
整
す
る
方

法
と
、
も
う
一
つ
、
電
力
系
統
の
広
域
運
用
の
拡
大
が

あ
る
。
各
電
力
会
社
が
個
々
に
同
時
同
量
を
図
る
「
電

力
の
地
産
地
消
」
が
原
則
だ
か
ら
、
北
海
道
の
よ
う
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
に
余
裕
の
な
い
地
域
は
、
い
く
ら

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
て
も
導
入
制
限
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
、
東
京
な
ど
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
に
余
裕

の
あ
る
地
域
と
連
携
し
、
ト
ー
タ
ル
で
同
時
同
量
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
導
入
制
限
も
あ
る
程

度
緩
和
で
き
る
。
今
後
は
こ
う
し
た
広
域
運
用
を
さ
ら

に
進
め
、
従
来
か
ら
の
地
産
地
消
を
上
手
く
併
用
す
る

し
く
み
が
必
要
だ
。

　

た
だ
、
こ
こ
に
も
ま
た
コ
ス
ト
の
問
題
が
立
ち
は
だ

か
る
。
広
域
運
用
を
進
め
る
に
は
電
力
会
社
間
を
結
ぶ

連
系
線
の
容
量
増
大
が
不
可
欠
だ
し
、
風
況
の
良
い
道

北
は
電
力
需
要
規
模
が
小
さ
い
た
め
、
も
と
も
と
送
電

線
が
細
く
、
地
域
内
送
電
線
の
増
強
も
必
要
だ
。
固
定

価
格
買
取
制
度
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
北
海
道
産
の
風

風
力
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
課
題

北 

裕
幸　
北
海
道
大
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
教
授

＊関西、中部、東京には連系可能量の設定なし
電気事業連合会2012年のデータをもとに作成

環境省2010年度再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査のデータをもとに作成

　

事
業
性
を
考
慮
し
た
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
北
海

道
全
体
で
六
五
六
九
万
ｋＷ
と
、
日
本
全
体
の
四
五
・
八
％

（
陸
上
風
力
の
場
合
。
洋
上
風
力
は
二
億
四
六
六
五
万

ｋＷ
で
日
本
全
体
の
四
〇
・
六
％
）。
政
府
は
二
〇
三
〇
年

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
中
で
、
風
力
の
導
入
目
標

を
最
大
六
千
万
ｋＷ
と
し
て
い
る
が
、
仮
に
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
活
用
で
き
れ
ば
、
北
海
道
だ
け
で
導
入
目

標
を
ク
リ
ア
で
き
る
計
算
だ
。

　

し
か
し
現
状
を
見
る
と
、
全
国
で
二
五
五
・
七
万
ｋＷ
、

北
海
道
の
導
入
量
は
二
八
・
九
万
ｋＷ
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ

は
「
連
系
可
能
量
」
な
ど
の
制
約
が
あ
る
た
め
で
、
北

海
道
電
力
の
上
限
は
三
六
万
ｋＷ
。
先
頃
、
導
入
枠
を

五
六
万
ｋＷ
に
ま
で
拡
大
し
た
が
、
そ
れ
で
も
導
入
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
の
一
〇
〇
分
の
一
に
も
満
た
な
い
。

　

な
ぜ
電
力
会
社
は
枠
を
設
け
、
導
入
を
制
限
し
て
い

る
か
と
い
え
ば
、
安
定
供
給
に
不
可
欠
な
「
同
時
同
量

制
約
」
を
満
た
す
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ

れ
が
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

ま
ず
、
電
気
は
電
気
と
い
う
形
の
ま
ま
で
は
貯
め
ら

れ
な
い
か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
が
使
う
電
気
の
量
と
発
電
所

で
つ
く
る
電
気
の
量
は
常
に
同
量
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
同
量
制
約
）。
ま
た
送
電
線
に
乗
っ
た
電
気
は
光

速
で
運
ば
れ
、
需
要
と
供
給
に
時
間
差
が
生
じ
て
も
な

ら
な
い
（
同
時
制
約
）。
停
電
は
も
ち
ろ
ん
周
波
数
や

電
圧
変
動
の
な
い
安
定
し
た
電
力
供
給
に
は
、
こ
の
二

つ
の
制
約
を
満
た
す
こ
と
が
大
前
提
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
風
力
発
電
は
ま
さ
に
「
風
ま
か
せ
」
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
。
瞬
時
瞬
時
で
出
力
変
動
す
る
か
ら
、
同
時
同

量
を
満
た
す
に
は
、
出
力
調
整
が
可
能
な
電
源
（
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
電
源
。
主
に
火
力
、
水
力
）
と
セ
ッ
ト
で
使

う
し
か
な
い
。
従
っ
て
「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
を
ど
れ

だ
け
確
保
で
き
る
か
」
に
よ
っ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
枠
が
決
ま
っ
て
く
る
。
北
海
道
に
は
調
整

用
電
源
は
極
め
て
少
な
い
わ
け
だ
。

　

風
力
に
は
「
予
測
が
つ
か
な
い
」
と
い
う
弱
点
も
あ

る
。
同
じ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
、
太
陽
光
は
日

射
量
の
多
い
と
き
、
つ
ま
り
暑
く
て
電
力
需
要
が
多
い

と
き
に
発
電
量
が
増
え
る
傾
向
が
強
い
か
ら
、
あ
る
程

度
予
測
も
立
つ
が
、
風
力
は
需
要
の
ピ
ー
ク
時
に
ち
ょ

う
ど
風
が
吹
い
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
五
〇
万
ｋＷ

力
や
太
陽
光
の
電
気
を
、
東
京
エ
リ
ア
な
ど
に
送
ろ
う

と
す
れ
ば
、
送
変
電
設
備
の
増
強
に
要
す
る
費
用
は
約

七
千
億
円
。
ま
た
、
二
〇
三
〇
年
に
原
子
力
ゼ
ロ
シ
ナ

リ
オ
、
再
エ
ネ
三
五
％
の
場
合
、
約
二
十
一
兆
円
が
必

要
と
の
試
算
も
あ
る
。

　

こ
の
膨
大
な
コ
ス
ト
は
一
体
誰
が
負
担
す
る
の
か
。

そ
も
そ
も
設
備
利
用
率
二
〇
％
程
度
の
も
の
を
入
れ
る

の
に
、
そ
こ
ま
で
コ
ス
ト
を
か
け
て
い
い
の
か
。
再
エ

ネ
を
増
や
せ
ば
電
気
料
金
は
当
然
上
が
る
。
そ
の
覚
悟

が
あ
れ
ば
可
能
な
限
り
進
め
れ
ば
い
い
が
、
果
た
し
て

国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
得
ら
れ
る
か
。
高
速
道
路
を

造
っ
た
は
い
い
が
誰
も
使
わ
な
い
…
…
と
い
っ
た
愚
だ

け
は
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
冷
静
な
議
論
が
必
要

で
あ
る
。

陸上風力ポテンシャル（6.5m/ｓ以上）と電力会社発電設備容量
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